
長い文章を よんで えらぼう
小3／少し長い 文章を よんで、文章に 書いて ある ことを2つ えらびましょう

なまえ

ひづけ

いちごドリル プリント

1　こおりと しおを よんで、文章に 書いて ある ことを2つ えらびましょう。

水は 0どで こおりますが、しおを まぜると、もっと ひくい おんどに ならないと こおりません。ゆきの ふった 
道に しおを まくのは、この せいしつを つかって、道を こおりにくく する ためです。ふゆの さむい 地いきで
は、道が こおって すべると あぶないので、よく しおが まかれます。

1 さむい 地いきでは、道に よく しおが まかれる。

2 雪の 道に しおを まきすぎると、草木が かれる ことが ある。

3 雪の 道の しおは、くるまの 下を さびさせる ことが ある。

4 雪の 多い 地いきでは、道に 水を まいて 雪を とかす ことも ある。

5 雪の 道に しおを まくのは、道を こおりにくく する ためだ。

2　雨が できる わけを よんで、文章に 書いて ある ことを2つ えらびましょう。

地面や 海の 水は、太陽に あたためられて 水じょう気に なり、空へ のぼります。上空は つめたいので、水じょ
う気は 小さな 水や こおりの つぶに もどって 雲に なります。つぶが 大きく 重く なると、雨や 雪と なって 地
上に おちてきます。

1 雲の 色が 黒いのは、つぶが 多く あつまって いる からだ。

2 上空は、地面の 近くより つめたい。

3 雲の つぶが 大きく 重く なると、雨や 雪に なる。

4 上空の 風が 強いと、雲は はやく うごく。

5 雨の つぶは、おちる とちゅうで 形が かわる。



長い文章を よんで えらぼう【こたえ】
小3／少し長い 文章を よんで、文章に 書いて ある ことを2つ えらびましょう

なまえ

ひづけ

いちごドリル プリント

答えと、たしかめるところ

1　答え：1・5
『さむい 地いきでは…よく しおが まかれます』『道を こおりにくく する ため』が 文章に ありま
す。ほかは、正しい ことでも 文には 書いて いません。

2　答え：2・3
『上空は つめたいので』『つぶが 大きく 重く なると、雨や 雪と なって』が 文章に あります。ほ
かは、正しい ことでも 文には 書いて いません。

読み取るコツ
長い文章は 二〜三に 区切って 読み、大事な ところに 線を 引きます。
知って いる ことでも、文章に 書いて いなければ えらびません。


